
〈社会科〉  ４年 
「大田区学習効果測定」結果の分析 

全国正答率よりも 5.3 ポイント上回った。前年比では、0.6 ポイント下回った。全般にほとんどの観点に

おいて目標値を上回っており、活用の観点においては 7.3ポイント上回る結果となった。 

○「工場の仕事」では、前年に比べ下回り、地域の工場の様子について、資料を読み取ることができていな

い児童がいた。 

○「安全なくらし‐火事‐」では、前年に比べ、下回った。資料に着目して、小学校にある消防設備につい

て捉え、判断することができていない児童が多くいた。 

○「くらしの移り変わり」では、前年に比べ、下回った。昔と今の道具について役割や工夫を理解できてい

ない児童がいた。 

○記述問題の「安全なくらし‐事件や事故‐」においては、資料に着目・捉え・表現することが難しく、目

標値に比べ、下回る結果となった。 
 

重点課題  
〈知識及び技能〉 
・地図や地形図を正しく読んだり、地図記号を確実に理解したり、複数の資料を組み合わせたりして考える

ことが課題である。 

・１つまたは複数の資料から、情報を正確に読み取る力を付けることが課題である。 

・体験的な学習や見学などの学習で学んだことを資料を活用し、図表にまとめるなどして、一つ一つの知識

を関連させ理解することが課題である。 
 
〈思考力・判断力・表現力等〉 
・資料から読み取ったことを根拠として、自分の考えをもつことが課題である。 

・写真やグラフなど複数の資料から読み取ったことを組み合わせて、判断することが課題である。 

 
〈学びに向かう力、人間性〉 
・調べ学習において、いろいろな方法で調べ、事実を把握することは、ほぼできているが、特徴を考えるこ

とが課題である。 

・学習したことから、毎日の生活の中で継続的に実践していく態度を育てることが課題である。 
 

授業改善策       
〈知識及び技能〉 
・表やグラフを見るポイント（表題・単位や数値・全体の特徴など）を示し、継続的にグラフを読み取る活

動を取り入れる。 

・児童に気付かせたい、捉えさせたいねらいにあったグラフや写真などの資料を選定し授業に活用する。 

・資料から分かったこと気付いたことなどを箇条書きにし、友達と意見を交流する機会を設定する。 

・地図帳を活用し地図や地図記号に関わる指導を継続して行い、地図記号や方位、都道府県名等の知識の定

着を図る。また、地図帳の上を旅するなど、楽しみながら知識が定着するような活動も取り入れる。 

・身につけさせたい社会科用語を提示し、意味を指導する。その用語について説明あるいは、その用語を用

いて学習のまとめを行う活動を日常化とし、知識の定着を図る。 

・スキルアップタイムを使って、ドリルパークなどのタブレット学習やプリント学習に取り組む時間を作

ったり、視聴覚教材を使用したりして、社会科用語などについての知識の定着を図る。 

 

〈思考力・判断力・表現力等〉 
・児童の生活体験や既習事項との関連から考える活動を繰り返し行い、考えを出し合う活動を通して、整

理・広める・深める機会を設定する。 

・単元のまとめに「自分たちにできること」のように自分の生活との関わりを意識して捉え、自分の考えや

友達と話し合ったことなどをノートに書き表す活動を取り入れ、社会との繋がりを意識・表現できるよう

にする。 

・単元の学習後に、東京都や諸島のマップを作成してまとめたり、関連する物の写真などを貼ったりして、

自分たちのマップを作るなど、授業の展開や活動を工夫する。 

 
〈学びに向かう力、人間性等〉 
・調べ学習において、それぞれの調べ方の特徴を踏まえて、多様な方法で調べる機会を増やす。 

・体験的な学習や施設見学の機会を多く設定して、学習意欲を高める工夫をする。 また、上記の活動を通し

て、社会的な事象を自分たちの生活と密接にかかわる課題として捉える。そして、自分にできることを生

活の中で実践していこうとする態度を育てる。 
 


